
自民党 51人
千葉民主の会 11人
公明党 8人
立憲民主党 7人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
千翔会 2人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
無所属 1人

 定数95人 現員91人
  （平成30年12月21日現在）

ちば県議会だより  平成31年［2019年］2月5日（火曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は2019年5月5日の予定です。

千葉県議会　　　検索発行 編集 電話 043（223）2523 FAX 043（222）4073

八街市
選挙区
（1）

八千代市
選挙区
（3）

佐倉市

白井市
選挙区
（1）

野田市
選挙区
（2）

流山市
選挙区
（2）

四街道市
選挙区
（2）

浦安市
選挙区
（2）

市川市
選挙区
（6）

松戸市
選挙区
（7）

いすみ市
選挙区（1）

館山市
選挙区（1）

袖ケ浦市
選挙区（1）

富津市
選挙区（1）

匝瑳市
選挙区（1）

旭市
選挙区（1）

東金市
選挙区（1）

市原市
選挙区（4）

柏市
選挙区（5）

鎌ケ谷市
選挙区
（2）

茂原市
選挙区（2）

木更津市
選挙区（2）

船橋市
選挙区（7）

我孫子市選挙区（2）

千葉市若葉区
選挙区（2）

千葉市緑区
選挙区（2）

千葉市中央区
選挙区（3）

成田市選挙区（2）

君津市選挙区（2）

富里市
選挙区
（1）

大網白里市
選挙区（1）

酒々井町

鴨川市・南房総市・安房郡選挙区（2）

勝浦市・夷隅郡選挙区（1）

香取市・香取郡神崎町・香取郡多古町選挙区（2）

銚子市・香取郡東庄町選挙区（2）

習志野市選挙区（2）　　　
千葉市花見川区選挙区（3）　　
千葉市美浜区選挙区（2）　
千葉市稲毛区選挙区（2）

長生郡選挙区（1）

山武市・山武郡選挙区（2）

佐倉市・印旛郡酒々井町選挙区（3）

印西市・印旛郡栄町選挙区（2）

多古町

東庄町

香取市

銚子市

横芝光町

印西市

山武市

神崎町

芝山町

栄町

長柄町

長南町

長生村

睦沢町
一宮町

白子町

九十九里町

鴨川市

大多喜町

勝浦市

南房総市

御宿町

鋸南町

【前回の選挙から変更のあった選挙区の区域及び定数】

　「千葉県議会議員の定数及び選挙区等に関する条例の
一部を改正する条例」が公布（平成29年3月7日）された
ことから、4月7日（日）の選挙から図のとおりとなります。

千葉県議会議員の定数と選挙区が変わります！

　
十
二
月
定
例
県
議
会
は
、十
一
月
二
十
八
日
に
招
集
さ

れ
、十
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
二
十
四
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、平
成
三
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
四
十
三
件
、報
告
一

件
が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と
県
政
の
当

面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
四
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
代
表
質

問
及
び
一
般
質
問
は
、二
十
四
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政

問
題
を
は
じ
め
、災
害
対
策
、医
療
問
題
、道
路
問
題
、教
育

問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、十
二
月
十
三
日
か
ら
四
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具

体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
、

討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、平
成
二
十
九
年
度
決
算
は

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
、討

論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、発
議
案（
決
議
・
意
見
書
）二
十
一
件
が
上
程

さ
れ
、そ
の
う
ち
六
件
を
可
決
し
、今
定
例
会
に
付
議
さ
れ

た
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
職
員
倫
理
条
例
等

▼
消
防
学
校
・
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
の
整
備

▼
県
内
の
道
路
整
備

▼
学
校
の
空
調
整
備

▼
交
通
死
亡
事
故
の
防
止

自 民 党

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

 議員
（八街市）

▼
持
続
可
能
な
財
政
運
営

▼
健
康
寿
命
日
本
一
へ
の
全
庁
的
取
組

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
組
織
の
新
設

▼
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
支
援

▼
不
法
自
動
車
ヤ
ー
ド
対
策

▼
横
断
歩
道
上
で
の
事
故
ゼ
ロ
対
策

千葉民主の会

鈴
すず

木
き

　陽
よう

介
すけ

 議員
（四街道市）

▼
I
C
T
利
活
用
の
推
進

▼
認
知
症
対
策

▼
文
化
芸
術
振
興

▼
集
合
住
宅

▼
県
営
水
道
の
大
規
模
災
害
対
策

▼
教
育
行
政

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
／
消
費
税
率
一
〇
％

引
き
上
げ

▼
子
ど
も
の
貧
困
対
策

▼
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
規
制
と
沿
岸
漁
業
支
援

▼
河
川
の
災
害
対
策

▼
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
プ
ラ
ン

▼
産
休
・
病
休
の
代
替
教
員
配
置

公 明 党

田
た

村
むら

　耕
こう

作
さく

 議員
（千葉市花見川区）

共 産 党

加
か

藤
とう

　英
ひで

雄
お

 議員
（柏　市）

▼
外
国
人
受
け
入
れ
と
地
域
の
課
題

▼
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
教
育
体
制

▼
官
製
談
合
に
係
る
再
発
防
止
策

▼
公
会
計
制
度
と
財
務
諸
表

▼
小
学
校
入
学
前
児
童
へ
の
安
全
教
育

▼
公
共
用
地
の
取
得
効
率
化

立憲民主党

鈴
すず

木
き

　均
ひとし

 議員
（習志野市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　
12
月
　
検
索

代
表
質
問

十
二
月
五
日（
水
）

十
二
月
六
日（
木
）

十
二
月
四
日（
火
）

12月定例県議会のあらまし

前回の選挙区 定数 変更後の選挙区 定数 増減
佐倉市 3 佐倉市・

印旛郡酒々井町 3
±0印旛郡 1 印西市・

印旛郡栄町 2印西市 1
香取市 2 香取市・

香取郡神崎町・
香取郡多古町

2
△1香取郡 1

銚子市・
香取郡東庄町 2銚子市 2

山武市 1 山武市・山武郡 2 ±0山武郡 1
鴨川市 1 鴨川市・南房総市・

安房郡 2 ±0南房総市・
安房郡 1

選挙区 42 定数 949546

　県議会議員は、皆さんの意見を県議会や県政に届ける
代表者です。
　県議会では、県の条例や予算の審議など、皆さんの生活
に直結する重要な意思決定を行っています。

県議会議員選挙　投票日  ４月７日（日）
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可
決
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
三
十
年
度
補
正
予
算（
六
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
五
件
）

◆
条
例
の
制
定

▽
千
葉
県
職
員
倫
理
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
六
件
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処

理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
等

▽
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例

▽
千
葉
県
立
都
市
公
園
条
例

◆
そ
の
他（
三
十
件
）

▽
契
約
の
締
結（
三
件
）

▽
契
約
の
変
更（
二
件
）

▽
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
二
十
四
件
）

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

▽
請
願
第
百
二
号「
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
へ

の
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
の
電
磁
温
熱
治
療

器
の
早
期
導
入
に
よ
る
治
療
の
拡
充
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」に
関
す
る
附
帯
決
議

▽
無
戸
籍
問
題
の
解
消
を
求
め
る
意
見
書

▽
認
知
症
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

▽
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
の
慎
重
な
検
討
及
び

白
タ
ク
行
為
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
強
化
を

求
め
る
意
見
書

▽
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

求
め
る
意
見
書

▽
学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
性
確
保
を
求
め
る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

▽
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
ハ
イ
パ
ー

サ
ー
ミ
ア
の
電
磁
温
熱
治
療
器
の
早
期
導

入
に
よ
る
治
療
の
拡
充
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

参
加
し
て
も
ら
い
、
本
県
の
持
つ
魅
力

を
力
強
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
県
産
品
の
輸

出
拡
大
を
目
的
に
、
食
品
バ
イ
ヤ
ー

の
責
任
者
と
の
会
談
や
試
食
商
談
会
、

本
県
の
食
の
魅
力
を
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
た
。

　

現
地
の
バ
イ
ヤ
ー
等
か
ら
は
、
品
質

面
で
の
高
い
評
価
や
今
後
の
取
引
拡

大
に
つ
な
が
る
発
言
を
得
る
な
ど
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
団
体
旅
行
で
の
誘

客
を
目
的
に
、
企
業
の
報
奨
旅
行
誘

致
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
県
内
観
光

事
業
者
と
現
地
旅
行
会
社
と
の
観
光

商
談
会
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
「
今

後
、
千
葉
へ
の
送
客
を
検
討
し
た
い
」

と
の
声
が
出
る
な
ど
、
大
き
な
関
心
が

示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
足
が
か

り
に
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

実
施
し
、
県
産
農
水
産
物
の
輸
出
や

観
光
客
の
誘
致
な
ど
に
向
け
た
県
内

事
業
者
の
動
き
を
、
後
押
し
し
て
い
く
。

健
康
づ
く
り

問
　
健
康
を
維
持
増
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
へ
働

き
か
け
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

健
康
づ
く
り
の
施
策
を
推
進
し

て
い
く
際
に
は
、
幅
広
い
分
野
と
も
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

県
の
健
康
増
進
計
画
で
あ
る
健
康

ち
ば
二
一
に
は
、
庁
内
各
部
局
の
健
康

づ
く
り
に
関
連
す
る
施
策
を
盛
り
込

む
と
と
も
に
、
農
林
水
産
部
策
定
の
、

第
三
次
千
葉
県
食
育
推
進
計
画
に
お

い
て
も
、
健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

職
員
倫
理
条
例

問
　
職
員
倫
理
条
例
や
倫
理
規
則
の

制
定
を
通
じ
て
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
徹
底
を
、
ど
の
よ

う
に
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
、

千
葉
県
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
指
針

を
定
め
、
職
員
が
業
務
遂
行
に
当
た
っ

て
意
識
す
べ
き
事
項
を
示
し
、
研
修
等

を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
九
年
末
に
発

生
し
た
職
員
の
官
製
談
合
防
止
法
違

反
事
件
を
踏
ま
え
る
と
、
従
前
の
取

り
組
み
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
職
員

が
遵
守
す
べ
き
事
項
等
を
よ
り
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
に
決
意

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
新
た

に
、
職
員
倫
理
に
関
す
る
条
例
や
規

則
、
違
反
し
た
場
合
の
処
分
基
準
を

制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

条
例
や
規
則
で
は
、
国
家
公
務
員

倫
理
法
等
を
基
本
に
、
利
害
関
係
者

と
の
間
の
禁
止
行
為
や
例
外
行
為
な

ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、
利
害
関
係
者

と
の
飲
食
が
所
定
の
額
を
超
え
る
場

合
の
事
前
届
け
出
、
利
害
関
係
者
以

外
の
事
業
者
等
か
ら
所
定
の
額
を
超

え
る
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
報
告
な

ど
を
義
務
づ
け
る
予
定
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

問
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ベ
ト
ナ
ム
で

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
は
ど
う

か
。

答　

今
回
、
両
国
で
初
め
て
実
施
し
た

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は
、
農
水
産
・
観

光
・
経
済
・
介
護
分
野
な
ど
総
勢
八
十

名
を
超
え
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
の
人
々
に

各
世
代
に
応
じ
た
食
育
の
推
進
を
重

点
施
策
と
し
、
食
育
を
進
め
る
人
材
の

育
成
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
各
部
局
の
施
策
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
視
点

も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
庁
内
連
携
を
図

り
な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

文
化
芸
術
振
興

問
　
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
、
県

の
認
識
は
ど
う
か
。

答　

文
化
芸
術
は
、
県
民
が
真
に
ゆ
と

り
と
潤
い
を
実
感
で
き
る
心
豊
か
な

生
活
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
と
か
か
わ
り
、
地
域
社
会
の
発
展

と
県
民
の
活
力
を
高
め
て
い
く
貴
重

な
財
産
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
県
の
総
合
計
画
で
は
、
ち

ば
文
化
の
創
造
を
掲
げ
、
文
化
芸
術

を
鑑
賞
・
参
加
・
創
造
す
る
環
境
づ
く

り
や
、
地
域
文
化
の
保
存
・
継
承
・
活

用
に
よ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

県
で
は
、
千
葉
県
文
化
芸
術
の
振

興
に
関
す
る
条
例
の
施
行
を
踏
ま
え
、

文
化
芸
術
が
持
つ
役
割
や
重
要
性
に

つ
い
て
、
県
民
に
改
め
て
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
一
層
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

外
国
人
雇
用

問
　
企
業
か
ら
の
外
国
人
雇
用
の
要

望
や
相
談
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答　

外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
技

能
実
習
生
と
そ
の
他
の
専
門
職
等
で

は
雇
用
に
お
け
る
仕
組
み
が
異
な
っ
て

い
る
。

　

技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は
、
技
能
実

習
法
に
基
づ
き
、
主
に
、
事
業
協
同
組

合
な
ど
が
監
理
団
体
と
な
っ
て
受
け

入
れ
て
お
り
、
企
業
か
ら
の
相
談
等
に

つ
い
て
は
、
監
理
団
体
等
が
対
応
し
て

い
る
。

　

技
術
者
や
通
訳
な
ど
の
専
門
職
等

に
つ
い
て
は
、
企
業
が
個
別
に
採
用
を

判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
国
が
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
等
に
お
い
て
留
学
生
の
在
留
資

格
の
変
更
や
雇
用
管
理
上
の
留
意
点

な
ど
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
労
働
局
と
情
報
交
換
を

行
い
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
企
業
に
向
け

た
支
援
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　

現
在
、
国
会
で
、
外
国
人
の
新
た
な

在
留
資
格
や
受
け
入
れ
の
仕
組
み
に

つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
と

し
て
は
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

改
正
漁
業
法

問
　
大
型
漁
船
優
遇
の
漁
獲
枠
の
根

本
見
直
し
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
漁
業
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
水
産
関
係
団
体
と
連
携
し
、

・ 

小
型
船
漁
業
、
定
置
網
漁
業
、
大
型

ま
き
網
漁
業
な
ど
の
漁
業
種
類
ご
と

の
特
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
漁
獲
枠

の
配
分
の
見
直
し

・ 

漁
業
共
済
制
度
を
活
用
し
た
収
入

減
対
策
の
拡
充

な
ど
の
要
望
を
、
国
に
対
し
て
行
っ
て

き
た
。

　

県
と
し
て
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
が

回
復
し
、
漁
業
者
が
持
続
的
に
漁
獲

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
漁
獲
量
の

適
切
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
沿

岸
漁
業
者
が
多
い
本
県
の
漁
業
実
態

を
踏
ま
え
、
国
に
対
し
必
要
な
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

道

路

問
　
広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
県
内

の
道
路
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

答　

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
効
果
を
県
内
全
域
へ
広
く
波

及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
圏
央
道
な
ど

か
ら
各
地
域
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路

の
整
備
を
一
層
加
速
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
度
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
予
算
を
、
平

成
二
十
九
年
度
よ
り
大
幅
に
増
額
し
、

圏
央
道
に
ア
ク
セ
ス
す
る
銚
子
連
絡

道
路
や
、
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
初

め
、
国
道
三
五
六
号
、
国
道
四
一
〇
号

な
ど
の
整
備
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
国
道
二
九
七

号
松
野
バ
イ
パ
ス
の
一
部
区
間
や
、
大

網
白
里
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
の
供
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
町
村
か
ら
要
望
の
多

い
、
地
域
に
密
着
し
た
道
路
の
整
備

や
、
交
差
点
改
良
、
歩
道
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
も
、
推
進
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
、
地
元
の
理

解
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
早
期
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

県
立
高
校
空
調

問
　
県
立
高
校
に
お
け
る
普
通
教
室

の
空
調
設
備
の
整
備
の
見
込
み
は
ど

う
か
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
よ
り
普
通
教
室

に
設
置
さ
れ
た
空
調
設
備
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

答　

平
成
三
十
年
の
夏
は
例
年
に
な

い
猛
暑
で
あ
り
、
平
成
三
十
一
年
以
降

も
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
熱
中
症
の
予
防
な
ど
、
生
徒

の
安
全
に
万
全
を
期
す
た
め
、
普
通

教
室
に
空
調
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

県
立
高
校
に
つ
い
て
、
遅
く
と
も
平
成

三
十
一
年
の
夏
休
み
中
に
整
備
を
終

え
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成
三
十
年

十
二
月
補
正
予
算
案
に
債
務
負
担
行

為
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
既
に
、
保
護
者
の
負
担
で
、

普
通
教
室
に
設
置
さ
れ
た
空
調
の

リ
ー
ス
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

三
十
一
年
度
か
ら
県
負
担
と
す
る
予
算

案
を
、
平
成
三
十
一
年
二
月
定
例
県
議

会
に
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

交

通

安

全

問
　
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

平
成
三
十
年
は
、
平
成
二
十
九
年

に
比
べ
、
交
通
事
故
発
生
件
数
、
負
傷

者
数
は
減
少
し
て
い
る
一
方
、
交
通
事

故
死
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

三
十
年
十
一
月
末
現
在
で
は
、
交
通
事

故
死
者
は
百
六
十
七
人
で
、
前
年
比

三
十
三
人
の
増
加
と
、
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

県
警
察
で
は
、
死
亡
事
故
の
増
加

傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
緊
急

対
策
と
し
て
、
平
成
三
十
年
十
月
か
ら

毎
月
、
集
中
的
な
取
り
組
み
期
間
を

設
定
し
て
交
通
街
頭
活
動
を
強
化
し

て
い
る
。

　

こ
の
集
中
取
り
組
み
期
間
中
は
、

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
地

域
に
、
機
動
隊
や
本
部
の
デ
ス
ク
部
門

の
警
察
官
も
集
中
的
に
投
入
し
て
、
死

亡
事
故
の
多
い
早
朝
か
ら
通
勤
時
間

帯
、
日
没
時
間
帯
を
中
心
に
、

・ 

主
要
交
差
点
に
お
け
る
歩
行
者
の
保

護
誘
導
活
動

・ 

白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
流
動
警

戒
や
交
通
指
導
取
り
締
ま
り

を
行
う
ほ
か
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、

可
能
な
限
り
の
警
察
官
を
動
員
し
て

街
頭
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
県
警

察
一
丸
と
な
っ
た
交
通
事
故
抑
止
対
策

を
推
進
し
て
い
る
。

代
表
質
問
か
ら
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総合企画水道常任委員会
日にち　平成30年10月2日（火）
調査先　成田国際空港及び周辺地域（成田市）
目　的　 騒特法※防止地区内に所在する、内窓

効果体験住宅（成田市西大須賀）等を
視察し、成田国際空港の機能強化の
取り組みについて調査しました。

　常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に出向いて調査活動を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

※特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法…航空機による騒音障害を防止するとともに、適正な土地利用を図ることを目的とした法律

常任委員会活動報告

内窓の防音効果を体験する委員

文教常任委員会
日にち　平成30年12月17日（月）
調査先　加曽利貝塚（千葉市若葉区）
目　的　 平成29年10月に、県内で初めて国の

特別史跡に指定された、加曽利貝塚
の保存整備、普及啓発の取り組み状
況について調査しました。 貝塚の保存整備について説明を受ける委員

県土整備常任委員会
日にち　平成30年12月14日（金）
調査先　 千葉港（千葉市中央区）
目　的　 千葉港のコンテナターミナル、旅客

船ターミナル等複合施設を視察し、
千葉港の港湾施設の現状及び千葉港
港湾計画について調査しました。 千葉港の再編計画について説明を受ける委員

農林水産常任委員会
日にち　平成30年10月4日（木）
調査先　農家レストランさんち家

や

　　　　今採り農産物直売所かしわで（柏市）
目　的　 6次産業化の取り組みとしてのレス

トランの運営と、地産地消の核となる
施設である農産物直売所の運営につ
いて調査しました。

運営理念や事業概要について説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

 　　予算委員会の設置 （平成30年12月21日現在）平成31年2月定例県議会 会期及び議事・委員会予定

月　日 議事・委員会予定 開議予定時間
2月 7日（木）開会　　 TV 午前10時～
14日（木）質疑並びに一般質問 TV 〃
15日（金）  〃 TV 〃
18日（月）  〃 TV 〃
19日（火）  〃  〃
20日（水）  〃  〃
21日（木）  〃  〃
25日（月）予算委員会　　 TV 午前10時30分～
26日（火）  〃    〃
27日（水）  〃    〃
28日（木）常任委員会 （商工労働企業・県土整備） 午前10時～

3月 1日（金）  〃  （農林水産・文教） 〃
4日（月）  〃  （総務防災・健康福祉） 〃
5日（火）  〃  （総合企画水道・環境生活警察） 〃
8日（金）閉会　  午後1時～

…チバテレビで生放送されます。TV
…パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。

会 派 名 委　員　名

自 民 党

◎ 臼　井　正　一 ◯ 伊　藤　昌　弘
◯ 瀧　田　敏　幸 信　田　光　保
佐　野　　　彰 木　下　敬　二
鶴　岡　宏　祥 山　本　義　一
實　川　　　隆 関　　　政　幸
中　村　　　実 小　路　正　和
森　　　　　岳 小野﨑　正　喜

千 葉 民 主 の 会 竹　内　圭　司 横　堀　喜一郎
天　野　行　雄

公 明 党 赤　間　正　明 阿　部　俊　昭
立 憲 民 主 党 河　野　俊　紀 安藤  じゅん子
共 産 党 岡　田　幸　子
市民ネット・社民・無所属 山　本　友　子
千 翔 会 水　野　友　貴
千 葉 県 民 の 声 プ リ テ ィ 長 嶋
いんば無所属の会 岩　井　泰　憲
無 所 属 川　名　康　介

◎委員長　○副委員長

　12月定例県議会において、県の新年度予算及び関係する議案を横
断的かつ多角的に審査するため、予算委員会が設置されました。

問
　
本
県
の
倫
理
条
例
や
倫
理
規
則

が
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
や
倫
理
規

程
を
基
本
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
で
十
分
と
言
え
る
の
か
。

答　

国
家
公
務
員
倫
理
法
や
倫
理
規

程
は
、
こ
れ
ま
で
、
具
体
的
事
例
の
積

み
重
ね
に
よ
り
、
必
要
な
見
直
し
が
行

わ
れ
、
国
家
公
務
員
に
対
す
る
信
頼
の

維
持
・
向
上
に
寄
与
し
て
お
り
、
本
県

の
条
例
及
び
規
則
で
も
基
本
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
本
県
は
、
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
等
に
登
録
さ
れ
た
事
業

者
も
規
制
の
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
独

自
の
対
応
も
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
五
年
間

の
、
千
葉
県
工
業
用
水
道
事
業
中
期

経
営
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
具

体
的
な
状
況
は
ど
う
か
。

答　

施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
つ
い
て

は
、
計
画
の
約
九
二
％
、
百
三
十
七
件

の
事
業
を
完
成
し
、
企
業
債
残
高
等

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年

度
末
残
高
の
約
四
〇
％
、
約
百
八
十

二
億
三
千
四
百
万
円
の
削
減
を
達
成

し
た
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、
山
倉
ダ
ム
に
お
け
る
フ
ロ
ー
ト
式

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
電
が
開
始
さ
れ
た

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

と
こ
ろ
で
あ
り
、
年
間
約
八
千
百
七
十

ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

問
　
千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
三
十
年

度
、
競
技
用
車
い
す
を
購
入
す
る
な
ど
、

貸
出
用
具
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
期
指
定
管
理
者
は
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
県
大
会
の
開
催
や
、
障

害
の
あ
る
人
が
地
域
の
施
設
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
市
町
村
職
員
等

を
対
象
と
し
た
講
座
の
開
催
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

通
じ
、
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
強

化
し
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

問
　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運

用
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
規
程

を
設
け
、
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し

て
管
理
・
運
用
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
運
用
に
関
す
る
規
程
及
び
同

規
程
に
基
づ
く
運
用
要
領
を
策
定
し
、

厳
格
な
管
理
の
下
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
等
に
配
慮
し
た
運
用
を

行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
効
果
を
検
証
し
た
上
で
、
積

極
的
に
設
置
の
拡
充
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

問
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
※

に
基
づ

く
、
全
県
域
を
対
象
と
し
た
基
本
計

画
の
概
要
と
今
後
の
事
業
展
開
は
ど

う
か
。

答　

本
県
の
特
性
を
生
か
し
、
成
長
も

の
づ
く
り
分
野
や
観
光
分
野
な
ど
八

分
野
を
設
定
し
、
平
成
三
十
五
年
度
末

ま
で
に
、
合
計
で
三
十
二
億
円
の
付
加

価
値
額
の
創
出
を
目
標
と
し
た
。

　

今
後
は
、
市
町
村
、
商
工
会
議
所
、

地
元
金
融
機
関
等
と
も
連
携
し
て
、

制
度
の
活
用
を
促
し
て
い
く
。

問
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
知
事
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
成
果
を
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は
、

現
地
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
、
「
目
新
し
く

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
商
品
が
あ
っ

た
」
な
ど
高
い
評
価
を
得
た
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
も
と
に
、

バ
イ
ヤ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
確
立
や
、

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
な

ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
　
京
葉
道
路
の
渋
滞
対
策
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　

京
葉
道
路
で
は
、
付
加
車
線
工

事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

渋
滞
対
策
が
確
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

国
や
高
速
道
路
会
社
へ
働
き
か
け
る
。

問
　
全
国
的
に
、
学
校
の
空
調
設
備
を

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

※ 

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ

が
、
本
県
に
お
け
る
県
立
高
校
普
通

教
室
の
空
調
整
備
は
、
予
定
し
て
い

る
工
期
内
に
完
了
す
る
の
か
。

答　

平
成
三
十
一
年
六
月
末
か
ら
八
月

末
ま
で
の
間
に
整
備
を
完
了
さ
せ
る

条
件
で
入
札
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
、
業
者
が
入
札
し
や
す
い
工
夫
を
す

る
な
ど
、
工
期
内
に
完
了
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

各常任委員会の
主な質疑から



ちば県議会だより  平成31年［2019年］2月5日（火曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

　議会食堂が2月1日にリニューアルオープンしました。
千葉県産の食材を使用した和洋中の豊富なメニューを御
用意しております。
　また、カフェメニューもありますので、皆様お気軽にお
立ち寄りください。

店名　千葉県議会食堂　Ｏ
お

Ｉ
い

Ｃ
し

Ｙ
い

わらく
場所　千葉県議会棟　地下1階
営業時間　11：00～15：00（開庁日は原則営業）
問043-223-0557

議会食堂がリニューアルオープン！

県産食材を使用した多彩なメニュー

▼
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

▼
道
路
問
題

▼
治
水
対
策

▼
農
業
問
題

▼
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
妊
産
婦
へ
の

支
援

▼
袖
ケ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
東
葉
高
速
鉄
道

▼
天
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年

▼
館
山
港
多
目
的
桟
橋
の
有
効
活
用

▼
水
産
問
題

▼
海
岸
の
環
境
整
備

▼
公
共
事
業
の
施
工
時
期
平
準
化

▼
都
市
計
画

▼
雨
水
排
水

▼
道
路
の
管
理

▼
農
業
問
題

自民党

江
え

野
の

澤
さわ

　吉
よし

克
かつ

 議員
（袖ケ浦市）

十
二
月
六
日（
木
）

自民党

斉
さい

藤
とう

　守
まもる

 議員
（船橋市）

自民党

三
み

沢
さわ

　智
さとし

 議員
（館山市）

自民党

五
い

十
が

嵐
らし

　博
ひろ

文
ふみ

 議員
（富里市）

▼
農
業
問
題

▼
中
小
企
業
の
事
業
承
継

▼
印
旛
沼
の
水
質
浄
化
と
環
境
問
題

▼
道
路
問
題

▼
A
I
研
究
開
発
拠
点

▼
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

▼
認
知
症
対
策
と
課
題

▼
児
童
虐
待

▼
地
方
創
生

▼
道
路
問
題

▼
治
水
問
題

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成

▼
医
師
確
保
対
策

▼
が
ん
教
育

▼
茂
原
市
内
河
川
水
害
対
策

▼
圏
央
道
関
連
施
設

▼
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
寿
命
の
延
伸

▼
高
齢
者
の
運
転

▼
県
立
農
業
大
学
校

自民党

伊
い

藤
とう

　昌
まさ

弘
ひろ

 議員
（佐倉市）

十
二
月
七
日（
金
）

自民党

中
なか

沢
ざわ

　裕
ひろ

隆
たか

 議員
（柏　市）

自民党

石
いし

井
い

　一
かず

美
み

 議員
（鎌ケ谷市）

千葉民主の会

横
よこ

堀
ぼり

  喜
き

一
いち

郎
ろう

 議員
（茂原市）

自民党

石
いし

橋
ばし

　清
きよ

孝
たか

 議員
（東金市）

▼
財
政
問
題

▼
企
業
土
地
管
理
局
と
水
道
局
の
統
合

▼
羽
田
空
港
の
航
空
機
騒
音

▼
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

▼
津
波
対
策

▼
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

▼
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
化

▼
県
立
美
術
館
の
活
性
化

▼
種
子
法
廃
止
後
の
対
応
と
課
題

▼「
ゲ
ノ
ム
編
集
」へ
の
規
制
の
必
要
性

▼
Ｐ
Ｈ
Ｃ
※
1
・
U
H
C
※
2
・
Ｓ
D
Ｇ
ｓ
と

千
葉
県
の
保
健
医
療
計
画
及
び
施
策

▼
二
和
川
・
大
柏
川
第
二
調
整
池
の
洪

水
対
策

▼
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
必
要

▼
消
防
団
装
備
品
充
実
へ
取
組
要
望

▼
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
方
へ
支
援

▼
県
道
船
橋
印
西
線
の
交
通
安
全
対
策

▼
道
路
問
題
と
高
潮
対
策

▼
農
林
水
産
業
問
題

▼
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

▼
消
防
団
へ
の
支
援

自民党

本
ほん

間
ま

　進
すすむ

 議員
（千葉市中央区）

十
二
月
十
日（
月
）

公明党

藤
ふじ

井
い

　弘
ひろ

之
ゆき

 議員
（松戸市）

市民ネット・社民・無所属

ふじしろ 政
まさ

夫
お

 議員
（鎌ケ谷市）

千葉民主の会

石
いし

井
い

　敏
とし

雄
お

 議員
（八千代市）

無所属

川
かわ

名
な

　康
こう

介
すけ

 議員
（鴨川市）

▼
子
供
へ
の
犯
罪
防
止
と
再
犯
防
止

▼
県
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
事
業

▼
特
別
支
援
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置

▼
消
防
団
協
力
事
業
所
へ
の
支
援
強
化

▼
第
四
次
産
業
及
び
第
五
次
産
業
革
命

へ
の
対
応

▼
地
方
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

▼
教
育
問
題

▼
医
療
問
題

▼
農
業
問
題

▼
水
道
問
題

▼
A
E
D
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

▼
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

▼
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
県
内
へ
の
誘
客

▼
千
葉
県
映
画
・
テ
レ
ビ
等
撮
影
支
援

事
業
補
助
制
度

▼
県
内
水
道
の
統
合
・
広
域
化
と
水
道

法
の
改
正

▼
障
害
者
の
方
々
の
雇
用
問
題

▼
農
地
の
利
活
用
の
促
進
と
担
い
手
の
育
成

▼
九
十
九
里
浜
の
津
波
・
浸
食
対
策

自民党

関
せき

　政
まさ

幸
ゆき

 議員
（千葉市緑区）

十
二
月
十
一
日（
火
）

千葉民主の会

天
あま

野
の

　行
ゆき

雄
お

 議員
（千葉市稲毛区）

自民党

伊
い

藤
とう

　和
かず

男
お

 議員
（香取市）

千葉県民の声

プリティ長
なが

嶋
しま

 議員
（市川市）

自民党

阿
あ

井
い

　伸
しん

也
や

 議員
（大網白里市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　
12
月

　

検
索

一
般
質
問

※1 PHC…プライマリ・ヘルス・ケア ※2 UHC…ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

12月定例県議会 知事あいさつ 
　今回提案いたしました案件は、平成30年度の補
正予算案、各種条例案及びその他附帯議案の43議
案のほか、報告1件です。

◎主な概要｠
　今回の補正予算では、この夏の災害レベルの猛暑
を踏まえ、生徒の安全確保のため、空調未設置の県
立高校の普通教室に空調を整備します。
　また、人事委員会勧告に伴う職員の給与改定に係
る経費を計上するほか、県発注工事量の平準化のた
めの債務負担行為を設定します。
　議案第2号から議案第6号までの5議案は、職員の
給与改定に必要な人件費の増額などの特別会計の
補正予算案です。
　議案第7号から議案第13号までの7議案は、いず
れも条例の制定または一部改正に係るものでござ
います。そのうち主なものについて御説明申し上
げます。
　議案第7号は、全庁的なコンプライアンスの徹底
を図り、公務に対する県民の信頼を確保するため、
職員が遵守すべき倫理原則や報告義務等を定める
条例を制定しようとするものです。
　議案第8号は、職員の給与について、人事委員会勧
告に基づき、給料表の改定及び期末・勤勉手当の支
給割合の引き上げ等を行うため、議案第9号は、特別
職のうち教育長及び公営企業管理者の期末手当の
支給割合の引き上げを行うため、議案第11号は、消
費税率の引き上げに伴い、指定管理施設の使用料等
の引き上げを行うため、議案第13号は、長生の森公
園の多目的広場の利用料の限度額を定めるため、そ
れぞれ、条例の一部を改正しようとするものです。
　次に、議案第14号から議案第16号までの3議案

は、旧青少年女性会館の大規模改修などの工事請負
に係る契約を締結するため、議案第17号及び議案第
18号の2議案は、労務単価の上昇に伴う工事請負契
約の変更のため、議案第20号から議案第43号まで
の24議案は、公の施設の指定管理者を指定するた
め、それぞれ議会の議決を得ようとするものです。
｠
◎トップセールス
　今月15日から21日にかけて、シンガポール、ベト
ナムの2か国を訪問し、トップセールスを実施いた
しました。
　今回は、喫緊の課題となっている介護分野などで
の外国人材の受入に向け、人材育成施設を訪問し、
日本語教育の現場を自分の目で見てしっかりと確
認してまいりました。
｠
　そのほか、ちばアクアラインマラソン2018に
ついて報告がありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧
になれます。 千葉県議会　知事あいさつ　 検索

　本会議及び各種委員会は、開催当日の簡単な
手続で傍聴することができます。
　詳しくは、千葉県議会ホームページの「議会からのお知ら
せ」を御覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。
※傍聴者多数の場合、入場できないことがあります。
問本会議　043-223-2509（総務課）
　委員会　043-223-2518（議事課）

議会を傍聴してみませんか


